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第１５回秋の動物園まつりについて 

ベビーラッシュでした。 
6月ごろから、動物園はベビーラッシュとなりました。 

秋の動物園まつりについてお知らせです。 

★日時：平成27年 11月 15日（日）午前10時～午後3時 

日吉まつりと同時開催 

★動物リレーガイド、バックヤードツアー、シマウマ餌やり体験、

動物ふれあいコーナー、コンサートコーナー、野鳥クイズコーナー、

竹細工コーナーなど 

★雨天中止 

★当日駐車場は使用できません。公共交通機関をご利用ください。 

 木漏れ日模様のホンシュウジカの子どもは、親と離れると

じっと座って目立たないように努めます。母親は子どもを守

るため、出産後はとても気が荒くなることがあります。オス

同士が角を突き合わせて戦うことは有名ですが、メスには角

がありません。実はシカの「前蹴り」「踏みつけ」はとても強

力で、母親はこれらを繰り出して外敵（動物園では、カラス

やハトなどの野鳥や、飼育員）から子どもを守ろうとします。 

マーコールは、無事に現在6頭がすくすくと育っています。

中には難産のため獣医が子どもを引っ張り出して取り上げた

り、母親が自分の子どもと勘違いして他の子の面倒を見始め

てしまったりというトラブルもありましたが、飼育員たちの

努力と母親の母性の目覚めで乗り越えてきました。最近では

子ども同士が集まって仲良くしている様子がよくみられ、大

人の真似をして、それはかわいいスパーリング（頭ごっつん

こ）をすることもあります。 

レッサーパンダ・アンはほとんど兆候が無かった

のに、ある日の午後突然、あわてて産箱に竹を詰め

込み始め、その翌朝出産しました。まだ5歳の若さ

ですが、3 回目ともなると、ベテラン母さんの余裕

なのでしょうか。現在は静かな環境で子育てに専念

させるため、展示場に出ているのは父親のファファ

のみです。アンも落ち着いており、子どもに関して

は完全に彼女にお任せしています。 
▲ファファ ▲アン 



獣医の日記

★動物たちの主な移動（平成２７年５月１日～平成２７年７月３１日）★ 
レッサーパンダ（性別不明１繁殖）、マーコール（♀４・♂３繁殖）、ホンシュウジカ（♂１・性別不明１繁殖、♂１搬
出）、ケープハイラックス（♀１搬入）、ゴイシチャボ（♀１死亡）、ニホンキジ（♀１死亡）

ルリコンゴウインコ 
鳥綱 オウム目 インコ科 

今年のマーコールはたくさん子どもを産みました。昨年は 3 頭

しか生まれませんでしたが、今年は 8 頭のメスが出産し 9 頭が生

まれ、7頭が無事に成長しています。 

お産自体は病気ではないので、無事に進んでくれれば獣医の出番

はありません。ただ、これはヒトも同じだと思いますが、出産は母

子ともに命がけのイベントであり、無事に終わる保証はどこにもな

い、決して気楽に構えていられるわけではない事態でもあります。 

なかなか赤ちゃんが出てこない時は、投薬によって子宮の収縮を

促しますが、赤ちゃんが逆子だったり、お腹の中で大きく育ちすぎ

てしまったりしているとそれでも出ません。このままだと母親の体

力が持たず、赤ちゃんも死んでしまうので、最後の手段で赤ちゃん

を引っ張り出すこともあります。実際、今年は２頭を引っ張り出し 

ました。子宮の収縮が弱かったため胎

盤もなかなか出てこないのでこれも引

っ張り出すのですが、途中で切れない

ようにすべて取り出すのは運と腕の見

せ所です。うち１頭は母親が「産んだ」

となかなか自覚してくれなかったう

え、母親も疲れ切ってしまい、しばら

く育児放棄気味でしたが、ある日突然、

子どもの呼びかけに優しい声で答え始

め、私たちを安心させてくれました。 

中南米（パナマ東部、ブラジル、ボリビア、ペ

ルー、ベネズエラ、コロンビア等）のアマゾン川

流域、アルゼンチン北部等の熱帯雨林に暮らしま

す。飼い鳥としても人気があり、一般的に数十年

の寿命を持ちます。フルーツ、ナッツなどを食べ、

一生つがいを守ると言われます。 

 夢見ヶ崎動物公園には2羽のルリコンゴウイン

コがいますが、そのうち1羽は荒鳥だったのを長

谷川飼育員がトレーニングしたもので、気候のよ

い時、運が良ければふたり（1羽と1人）の園内

散歩に出あえるかもしれません。また、お客さん

は「オハヨー」とばかり話しかけるのですが、実

はインコたちは意外と色々な言葉をしゃべれま

す。このルリコンゴウインコは、ある日のお散歩

中、サル舎の前で「サル、サル」と発言。その後 

もサル舎の前で「サル」とたびたび言うので、サ

ルという単語と、サルという動物がちゃんと結び

ついているようです。 


